
　新年度がいよいよスタートしました。7月末

からはガバナー公式訪問が始まりますので、こ

のガバナー月信8月号が発刊される時にはすで

にいくつかのクラブ訪問を行っている時期だ

と思います。約３カ月かけて地区内の76クラ

ブ（2つの衛星クラブを含む）すべてを訪問させ

ていただきます。今回は一部合同例会への訪問

となりますので、38カ所の会場へ伺うことに

なります。そのうち15カ所は夜間例会で懇親

会の開催も予定されております。パストガバナ

ーの皆様が必ずおっしゃっておられるが、「公

式訪問はとても楽しく、どのクラブも大歓迎し

てくれます」とのお言葉です。私自身にとりま

しても各クラブへ訪問し、会員の皆様と直接お

会いできることは至高の喜びであります。さら

にこれまで大分県内でさえ訪れたことのない

地域があり、熊本県内はさらに多くの地域が初

の旅先となります。ロータリーの最も素晴らし

い点の一つは、とにかく多くのロータリアンと

知り合いとなり、さまざまなお話しができるこ

とにあります。旅そして人との出会いは、その

人の人生を豊かにする重要なツールだと思っ

ております。各地域、各クラブを訪れることは

私にとりましても非常に貴重な体験となると

確信しています。

しかしながら、大分県と熊本県の各エリアを端

から端まで訪問することはなかなかハードな

作業です。これはロータリーガバナーに課せら

れた特権であり、重要な責務でもあります。一

方日本の他の地区を見てみますと、2650地区

では福井・滋賀・京都・奈良が、2670地区では四

国４県（香川・愛媛・徳島・高知）が、また2690地

区では岡山・鳥取・島根がテリトリーになって

います。これらの地区でのガバナー公式訪問

は、大変な激務であろうと推察されます。それ

と比べれば、2720地区は比較的恵まれている

のかもしれません。そう自分自身に言い聞か

せ、何とか公式訪問を楽しみながら終えたいと

思います。

さて、3月に開催いたしましたPETSで私は公式

訪問での会長幹事会における３つの質問事項

を掲示いたしました。

　① クラブ戦略計画の立案について

　② クラブ定款・細則について

　③ ロータリー財団への寄付について

以上、３つの項目について各クラブにおける状

況をお聞きさせいただきたいと思っておりま

す。これらはクラブ運営を行う上で、最も重要

なテーマであり、クラブ活動の基本です。あま

り難しく考えず、予め内容を簡単にまとめてい

ただければ十分です。またこれを機にこれから

各々のテーマに取り組んでいただいても構い

ません。ロータリー活動の中核となるのは、ク

ラブそしてその会員です。各クラブのロータリ

ーとしての活動が一層向上してゆくために、是

非ご検討いただきたいと思います。

ご存じのように2016年の規定審議会におい

て、ローターアクトクラブが国際ロータリーの

構成員となることが正式に決定いたしました。

この事実を受け、2720地区におきましてもロ

ーターアクトクラブへのガバナー公式訪問を

今年度より実施することといたしました。現時

点の計画では2024年2-3月頃に行う予定です。

これにより、地区ローターアクトクラブの活性

化、さらにローターアクターの皆様とのより親

密な関係づくりができると期待しております。

では、国際ロータリー第2720地区のロータリ

アンの皆様そしてローターアクターの皆様、ガ

バナー公式訪問でお会いするのを心より楽し

みにしております。
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地区重点課題

�.ロータリーの原点回帰と未来変革
�.地区とクラブの関係をより密接な「エンゲージメント」とする
�.地区戦略計画の実践：［若者と親しみ、ロータリーを繋ごう］
�.ポリオ根絶運動のビッグキャンペーンを実施
�.パートナーシップとの共同奉仕活動
�.地区の数字目標達成
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ロータリーは学び舎であり、また遊び場である
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ロータリーアクションは世界を変える

地区スローガン
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クラブ名
グ
ル
ー
プ

年初
(7/1） 当月末 本年度

入会者
本年度
退会者

本年度
増減

会　員　数

山 鹿
玉 名
荒 尾
玉 名 中 央
（ 4 R C ）
阿 蘇
肥 後 大 津
菊 池
肥 後 小 国
熊 本 菊 南
熊 本 '05 福 祉
熊 本 り ん ど う
（ 7 R C ）
熊 本
熊 本 東
熊 本 北
熊 本 東 南
熊 本 城 東
熊 本 グ リ ー ン
熊 本 平 成
熊本水前寺公園
（ 8 R C ）
熊 本 南
熊 本 江 南
熊 本 西 南
熊 本 西
熊 本 中 央
熊 本 西 稜
（ 6 R C ）
八 代
八 代 北
八 代 南
宇 土
八 代 東
宇 城
（ 6 R C ）
人 吉
水 俣
多 良 木
芦 北
人 吉 中 央
（ 5 R C ）
本 渡
牛 深
西 天 草
天 草 中 央
天草パールライン
（ 5 R C ）
熊 本 41RC 計

13 
52 
43 
12 
120 
32 
34 
23 
13 
18 
13 
19 
152 
90 
39 
5 
43 
30 
18 
21 
12 
258 
62 
55 
27 
9 
27 
21 
201 
73 
23 
47 
14 
42 
9 
208 
48 
22 
18 
25 
35 
148 
46 
19 
23 
43 
16 
147 
1,234 

11 
53 
42 
12 
118 
32 
32 
19 
14 
19 
9 
19 
144 
79 
39 
5 
45 
31 
22 
23 
11 
255 
62 
51 
24 
6 
28 
23 
194 
75 
21 
51 
14 
42 
7 
210 
45 
22 
20 
23 
34 
144 
46 
20 
21 
45 
15 
147 
1,212 

1
3
1
1
6
5
1
1
3
1
1
0
12
5
5
0
4
3
5
2
0
24
5
4
1
1
2
2
15
10
3
7
0
3
0
23
2
4
2
0
0
8
0
3
1
3
1
8
96

3
2
2
1
8
5
3
5
2
0
5
0
20
16
5
0
2
2
1
0
1
27
5
8
4
4
1
0
22
8
5
3
0
3
2
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5
4
0
2
1
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0
2
3
1
2
8
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1
1
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0
0
2
1
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2
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1
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クラブ名
グ
ル
ー
プ

年初
(7/1） 当月末 本年度

入会者
本年度
退会者

本年度
増減

会　員　数

中 津
日 田
中 津 中 央
日 田 中 央
玖 珠
中 津 平 成
（ 6 R C ）
豊 後 高 田
宇 佐
杵 築
杵築 one heart 衛星
く に さ き
宇 佐 八 幡
宇 佐 2 0 0 1
（6RC+1RSC）
別 府
別 府 北
別 府 東
日 出
別 府 中 央
湯 布 院
（ 6 R C ）
大 分
大 分 東
大 分 臨 海
大 分 南
大 分 中 央
大 分 1 9 8 5
大 分 城 西
大分キャピタル
大分キャピタル Oli Oli 衛星
2720J.O.K.REC
（9RC+1RSC）
竹 田
佐 伯
臼 杵
津 久 見
豊 後 大 野
佐 伯 MARINE
（ 6 R C ）
大分 33RC+2RSC 計
74RC+2RSC 総計

45 
53 
18 
40 
15 
24 
195 
37 
27 
21 
8 
15 
30 
26 
164 
38 
35 
41 
15 
18 
13 
160 
46 
35 
43 
29 
76 
30 
29 
52 
15 
51 
406 
15 
28 
30 
37 
12 
29 
151 
1,076 
2,310 

46 
53 
18 
40 
16 
22 
195 
40 
27 
24 
7 
17 
29 
25 
169 
38 
35 
42 
15 
19 
12 
161 
47 
29 
47 
32 
82 
29 
32 
56 
16 
48 
418 
16 
28 
29 
39 
12 
29 
153 
1,096 
2,308 

3
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3
1
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2
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2
4
0
4
16
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2
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1
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　新年度がいよいよスタートしました。7月末

からはガバナー公式訪問が始まりますので、こ

のガバナー月信8月号が発刊される時にはすで

にいくつかのクラブ訪問を行っている時期だ

と思います。約３カ月かけて地区内の76クラ

ブ（2つの衛生クラブを含む）すべてを訪問させ

ていただきます。今回は一部合同例会への訪問

となりますので、38カ所の会場へ伺うことに

なります。そのうち15カ所は夜間例会で懇親

会の開催も予定されております。パストガバナ

ーの皆様が必ずおっしゃっておられるが、「公

式訪問はとても楽しく、どのクラブも大歓迎し

てくれます」とのお言葉です。私自身にとりま

しても各クラブへ訪問し、会員の皆様と直接お

会いできることは至高の喜びであります。さら

にこれまで大分県内でさえ訪れたことのない

地域があり、熊本県内はさらに多くの地域が初

の旅先となります。ロータリーの最も素晴らし

い点の一つは、とにかく多くのロータリアンと

知り合いとなり、さまざまなお話しができるこ

とにあります。旅そして人との出会いは、その

人の人生を豊かにする重要なツールだと思っ

ております。各地域、各クラブを訪れることは

私にとりましても非常に貴重な体験となると

確信しています。

しかしながら、大分県と熊本県の各エリアを端

から端まで訪問することはなかなかハードな

作業です。これはロータリーガバナーに課せら

れた特権であり、重要な責務でもあります。一

方日本の他の地区を見てみますと、2650地区

では福井・滋賀・京都・奈良が、2670地区では四

国４県（香川・愛媛・徳島・高知）が、また2690地

区では岡山・鳥取・島根がテリトリーになって

います。これらの地区でのガバナー公式訪問

は、大変な激務であろうと推察されます。それ

と比べれば、2720地区は比較的恵まれている

のかもしれません。そう自分自身に言い聞か

せ、何とか公式訪問を楽しみながら終えたいと

思います。

さて、3月に開催いたしましたPETSで私は公式

訪問での会長幹事会における３つの質問事項

を掲示いたしました。

　① クラブ戦略計画の立案について

　② クラブ定款・細則について

　③ ロータリー財団への寄付について

以上、３つの項目について各クラブにおける状

況をお聞きさせいただきたいと思っておりま

す。これらはクラブ運営を行う上で、最も重要

なテーマであり、クラブ活動の基本です。あま

り難しく考えず、予め内容を簡単にまとめてい

ただければ十分です。またこれを機にこれから

各々のテーマに取り組んでいただいても構い

ません。ロータリー活動の中核となるのは、ク

ラブそしてその会員です。各クラブのロータリ

ーとしての活動が一層向上してゆくために、是

非ご検討いただきたいと思います。

ご存じのように2016年の規定審議会におい

て、ローターアクトクラブが国際ロータリーの

構成員となることが正式に決定いたしました。

この事実を受け、2720地区におきましてもロ

ーターアクトクラブへのガバナー公式訪問を

今年度より実施することといたしました。現時

点の計画では2024年2-3月頃に行う予定です。

これにより、地区ローターアクトクラブの活性

化、さらにローターアクターの皆様とのより親

密な関係づくりができると期待しております。

では、国際ロータリー第2720地区のロータリ

アンの皆様そしてローターアクターの皆様、ガ

バナー公式訪問でお会いするのを心より楽し

みにしております。

基成RI研修が「DEIの取り組みについて」、各々

講演されました。次のセッションは丸尾研一

RPICと前田直俊EPNCの司会により、「世界ポ

リオ―デーへのアプローチ」のタイトルにて、4

名の今年度ガバナーが発表いたしました。

2650地区中野博美ガバナー、2670地区吉岡宏

美ガバナー、2680地区安行英文ガバナー、そし

て2720地区私・膳所和彦ガバナーが、各々のポ

リオ観と地区の取り組みについて順に話をい

たしました。丸尾RPICからは自由に話をして

下さいとのことでしたので、私は医師でありな

がら、ポリオについて勉強不足であったことを

述べ、日本の医学教育の不備についてダラダラ

と話してしまいました。そして最後に10月28

日開催計画である「九州4地区公共イメージ控

除およびポリオ根絶キャンペーン」について概

略のみ紹介しました。

　その後のセッションでは「ファインドレイジ

ングへのアプローチ」について、末永範彦

E/MGAと中野均ARRFCが説明されました。今

年度のファンドレージングの目標は、これまで

どおり「年次基金1人当たり150ドル」などはそ

のまま継続され、新たに「PHSの推進のため各

　本年7月9日（日）神戸市の神戸ポートピアホ

テルにおきまして、2023-2024年度の国際ロ

ータリー第３地域「戦略計画推進セミナー」が

開催されました。このセミナー第３地域ではこ

こ数年毎年開催されておりますが、実は日本の

他地域（第１、第２地域）では現在実施されてい

ないそうです。第３地域の活性化のために非常

に意義あるセミナーであると自負しておりま

す。参加者は第３地域各地区ガバナー、ガバナ

ーエレクト、ガバナーノミニー、パストガバナ

ー、ガバナー補佐、そして各地区関係部門の

方々です。

　セミナーは今年の主催者であります2720地

区の永田壮一RRFCのご挨拶でスタートいたし

ました。佐藤芳郎RI理事そして三木明TRF管理

委員が各々来賓としてご挨拶されております。

お二人とも第３地域のロータリアンでもあり

ます。その後午前の最初のセッションが滝澤功

治第３地域RCの司会により、行われました。壇

上には今年度ARCに就任された我が2720地区

の大森パストガバナーも着席され、発言されま

した。「ローターアクトクラブへのアプローチ」

と題したセッションで、ローターアクトクラブ

活動の現況と今後について２つの地区から発

表がありました。最初は2710地区より「大学基

盤のローターアクトクラブの取り組み」につい

てお話がありました。そして次に我が2720地

区の堀川貴史副ガバナーと向井蓮ローターア

クト地区代表が、「ローターアクトの海外交流」

と題し、先日姉妹提携した台湾第3523地区と

の交流について発表いたしました。お二人とも

立派なプレゼンでした。特に向井代表は緊張し

たと思いますが、上手く話しをまとめ完結に要

点のみ発表され、感心いたしました。

　昼食休憩をはさみ、午後からは吉原久司

ARFCが「災害救護基金について」、そして中川

地区プラス30名」そして「冠名基金を各地区1

件以上」が追加されました。

　最後に中川RI研修リーダーが講評を述べら

れ、丸尾RPICから次年度は2024年7月7（日）

に、同じ神戸ポートピアホテルで開催すること

が報告されました。

　今回九州から中国地方・近畿地方にかけての

記録的な集中豪雨の影響もあり、交通への影響

が危惧されましたが、何とか皆さん無事に帰路

に着かれたようです。私の利用した新幹線も予

定通り博多駅に到着し、そのまま車で日田市へ

戻りました。ところが、高速道路の途中で滝の

ような雨と頻回の雷鳴に襲われ、恐る恐る我が

家へ帰り着きました。自然災害の怖さを改めて

痛感させられました。

　今年のセミナーは、2720地区メンバーが壇

上に立ち発言する機会が非常に多く、とても誇

らしい会であったと思います。皆様、大変お疲

れ様でした
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����年�月�日（日）　神戸ポートピアホテル
戦略計画推進セミナー

国際ロータリー第����地区　����-����年度ガバナー 膳所  和彦



基成RI研修が「DEIの取り組みについて」、各々

講演されました。次のセッションは丸尾研一

RPICと前田直俊EPNCの司会により、「世界ポ

リオ―デーへのアプローチ」のタイトルにて、4

名の今年度ガバナーが発表いたしました。

2650地区中野博美ガバナー、2670地区吉岡宏

美ガバナー、2680地区安行英文ガバナー、そし

て2720地区私・膳所和彦ガバナーが、各々のポ

リオ観と地区の取り組みについて順に話をい

たしました。丸尾RPICからは自由に話をして

下さいとのことでしたので、私は医師でありな

がら、ポリオについて勉強不足であったことを

述べ、日本の医学教育の不備についてダラダラ

と話してしまいました。そして最後に10月28

日開催計画である「九州4地区公共イメージ向

上およびポリオ根絶キャンペーン」について概

略のみ紹介しました。

　その後のセッションでは「ファインドレイジ

ングへのアプローチ」について、末永範彦

E/MGAと中野均ARRFCが説明されました。今

年度のファンドレージングの目標は、これまで

どおり「年次基金1人当たり150ドル」などはそ

のまま継続され、新たに「PHSの推進のため各

　本年7月9日（日）神戸市の神戸ポートピアホ

テルにおきまして、2023-2024年度の国際ロ

ータリー第３地域「戦略計画推進セミナー」が

開催されました。このセミナー第３地域ではこ

こ数年毎年開催されておりますが、実は日本の

他地域（第１、第２地域）では現在実施されてい

ないそうです。第３地域の活性化のために非常

に意義あるセミナーであると自負しておりま

す。参加者は第３地域各地区ガバナー、ガバナ

ーエレクト、ガバナーノミニー、パストガバナ

ー、ガバナー補佐、そして各地区関係部門の

方々です。

　セミナーは今年の主催者であります2720地

区の永田壮一RRFCのご挨拶でスタートいたし

ました。佐藤芳郎RI理事そして三木明TRF管理

委員が各々来賓としてご挨拶されております。

お二人とも第３地域のロータリアンでもあり

ます。その後午前の最初のセッションが滝澤功

治第３地域RCの司会により、行われました。壇

上には今年度ARCに就任された我が2720地区

の大森パストガバナーも着席され、発言されま

した。「ローターアクトクラブへのアプローチ」

と題したセッションで、ローターアクトクラブ

活動の現況と今後について２つの地区から発

表がありました。最初は2710地区より「大学基

盤のローターアクトクラブの取り組み」につい

てお話がありました。そして次に我が2720地

区の堀川貴史副ガバナーと向井蓮ローターア

クト地区代表が、「ローターアクトの海外交流」

と題し、先日姉妹提携した台湾第3523地区と

の交流について発表いたしました。お二人とも

立派なプレゼンでした。特に向井代表は緊張し

たと思いますが、上手く話しをまとめ完結に要

点のみ発表され、感心いたしました。

　昼食休憩をはさみ、午後からは吉原久司

ARFCが「災害救護基金について」、そして中川

地区プラス30名」そして「冠名基金を各地区1

件以上」が追加されました。

　最後に中川RI研修リーダーが講評を述べら

れ、丸尾RPICから次年度は2024年7月7（日）

に、同じ神戸ポートピアホテルで開催すること

が報告されました。

　今回九州から中国地方・近畿地方にかけての

記録的な集中豪雨の影響もあり、交通への影響

が危惧されましたが、何とか皆さん無事に帰路

に着かれたようです。私の利用した新幹線も予

定通り博多駅に到着し、そのまま車で日田市へ

戻りました。ところが、高速道路の途中で滝の

ような雨と頻回の雷鳴に襲われ、恐る恐る我が

家へ帰り着きました。自然災害の怖さを改めて

痛感させられました。

　今年のセミナーは、2720地区メンバーが壇

上に立ち発言する機会が非常に多く、とても誇

らしい会であったと思います。皆様、大変お疲

れ様でした

　2023年7月15日（土）日田市のホテルソシア

におきまして、堀川直前ガバナー慰労会＆膳所

年度キックオフ会が開催されました。7月10日

の北部九州大雨の影響で一部高速道路不通の

影響もあり、参加の会友の皆様方には移動にご

苦労お掛けしましたが、無事に開催することが

出来まして感謝申し上げます。

　会の進行は先ず膳所ガバナー挨拶から始ま

り、堀川直前ガバナー、及びパートナーへの記

念品贈呈、挨拶と続きました。堀川直前ガバナ

ーへのねぎらいの言葉として、パストガバナー

である小山様、前田様、永田様、高山様、瀧様か

らそれぞれ暖かいお言葉を掛けて頂きました。

　また大森パストガバナーには「ＯＧＥＮＤＭ卒

業式」と銘打って、歴代のガバナー会議からの卒

業式として感謝状、花束の贈呈がありました。

三村エレクトの乾杯の挨拶で祝宴が始まり、最

初は各々のテーブルのみの歓談でしたが、　次

第に各テーブル入り乱れて盛況に会が進んで

いきました。

　膳所年度スタートに当たり決意表明として、

ガバナー補佐の代表として吉良ガバナー補佐

様、部門長の代表として波佐間公共イメージ部

門長より挨拶と決意表明のお言葉がありまし

た。最後に中締めとして藤田ノミニーから一本

締めで会を締めていただきました。

　今回のキックオフ会は、檀上で挨拶された皆

様方が大変心温まる挨拶、メッセージを発信さ

れ、参加者の皆様も友好的で素晴らしい会であ

ったと思います。最後になりますが、大変な悪

天候にもかかわらず、またご多忙の中、会に御

参列いただきました皆様に心より感謝申し上

げます。

����-����年度国際ロータリー第３地域

堀川直前ガバナー慰労会＆膳所年度キックオフ会
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大分RC 公式訪問

大分����RC・大分城西RC公式訪問

玖珠RC公式訪問

大分南RC・大分東RC公式訪問

阿蘇RC・肥後小国RC・肥後大津RC公式訪問

熊本��福祉RC・熊本りんどう・熊本菊南RC・菊池RC公式訪問

竹田RC・豊後大野RC公式訪問

多良木RC・人吉中央RC公式訪問

人吉RC公式訪問

熊本城東RC・熊本グリーンRC公式訪問

大分中央RC公式訪問

天草パールラインRC・天草RC公式訪問

天草中央RC公式訪問

今月の予定
2023年8月



ポール・ハリス・フェロー　

寄付金のご協力感謝いたします

佐々木 啓二 会員
天草RC

植山 朋代 会員
2720JapanO.K.Eクラブ

中川 宝星 会員
2720JapanO.K.Eクラブ

宮迫 賢太郎 会員
2720JapanO.K.Eクラブ

物故会員
謹 ん で ご 冥 福 を

お 祈り い たします。

寄 河  智 雄  会 員
天草パールライン

よ り か わ と も か

令和5年5月20日ご逝去

享年56歳
ロータリー暦4年6 ヶ月

さ さ き や す と

令和5年6月24日ご逝去

享年72歳
チャーターメンバー

佐々木 康人 会員
天草中央

山 鹿

荒 尾

熊 本

熊 本 東

熊 本 平 成

熊 本 西 南

八 代 北

八 代 北

人 吉

人 吉

大 石　美 奈

渡 邊　義 専

塘 林　敬 規

甲 斐　和 彦

久 田　修 平

友 澤　健 治

高 橋　巧 実

石 田　寛 二

吉 野　孝 司

山 口　貴 弘

地方銀行

寺院

福祉事業

証券業

飲食業

シティホテル

調剤薬局

自動車販売

電気事業

動物病院

クラブ名 氏　名 職業分類

入退会者のお知らせ
����年�月��日現在

入会者
別 府

別 府

別 府

別 府

大 分

大 分 東

大 分 東

大 分 東

大 分 臨 海

大 分 臨 海

臼 杵

臼 杵

津 久 見

初 瀬　克 己

角 野　千 晶

堀　　正 英

高 木　厚 次

須 藤　　　

有 吉　吾 一

中 山　陽 介

池 邉　　強

今 井　　治

佐 藤　嘉 洋

野 中　幸 生

山 崎　真 俊

戸髙　鉄之輔

税理士

ラウンジ

電力事業

建設コンサルタント

天然ガス供給

電気事業

弁護士

民間放送

飲食業

建築

建築業

葬祭業

鉱区

クラブ名 氏　名 職業分類

新 会 員 の ご 紹 介 を し ま す

退会者

山 鹿

肥 後 小 国

熊本'05福祉

熊本'05福祉

熊 本

熊 本

熊 本

熊 本

熊 本

熊 本 東

熊 本 東 南

熊 本 平 成

熊 本 江 南

熊 本 江 南

熊 本 江 南

熊 本 江 南

熊 本 江 南

熊 本 西 南

熊 本 西 南

熊 本 西 南

熊 本 西

熊 本 西

熊 本 西

熊 本 西

八 代

八 代

八 代 北

八 代 北

洲 上　敬 介

坂 本　理 絵

下 田　伸 広

横 山　栄 人

川 畑　健 二

山 下　信 二

秋 岡　廣 宣

渡 邊　和 明

山 内 　 卓

園 田　武 幸

吉 田　嘉 昭

西山　慎二郎

魚 住　秀 昭

増 永 　 諭

山 田　元 宏

赤 星　昭 典

大 道　浩 朗

堀 田 　 実

村 田　和 幸

栗 﨑 　 剛

藤 好　建 史

石 坂　敏 明

本 山　桂 子

磯 野　新 二

森 永　　彰

眞 弓　　豊

山 田　昌 人

片 山　　渉

地方銀行

建築請負業

電器・空調・営繕工事業

美容業

電力供給

不動産管理

民間放送

公共放送

味噌製造

医薬品卸

経営コンサルタント

機械器具設置工事業

放射線科医

倉庫業

鉄砲火薬販売

電気通信工事

情報通信

建築設計

ソフトウェア開発

米穀販売

内科医

電気機器製造

管工事

内装工事

経営コンサルタント

調剤薬局

調剤薬局

福祉事業

クラブ名 氏　名 職業分類

八 代 南

八 代 東

八 代 東

人 吉

人 吉

人 吉

牛 深

中 津

中 津

中 津 平 成

宇 佐 八 幡

宇 佐 八 幡

宇 佐 2 0 0 1

別 府

別 府

別 府

別 府 北

別 府 北

別 府 東

別 府 東

大 分

大 分 東

大 分 臨 海

大 分 臨 海

大 分 南

大 分1985

2720 Ja pa nO . K . R EC

2720 J a pa nO . K . R EC

鮫 島　寛 之

松 永　謙 悟

立 石　修 治

平 山　　修

丸 尾　真 也

大 賀　睦 朗

岩 本　伸 平

久 持　義 雄

門 松　孝 治

渡 邊　　光

岡 本　　薫

安 倍　秀 樹

後 藤　春 海

朝月　真由美

甲 斐　政 樹

三 浦　政 人

アンティ ジョセフ

後 藤　昌 也

樽 谷　壽 生

梅 野　　保

土 屋　勝 俊

柏 木　義 孝

伊藤田　雄三

小 田　精 政

大塚　玄二郎

吉 田　盛 治

江 田　　梢

宇 野　功 二

クラブ名 氏　名 職業分類

社会保険労務士

料理飲食

園芸農業

電気事業

自動車販売

スポーツ施設

タクシー会社経営

内科医

電気事業

不動産業

自動車整備

建設・造園業

特殊景品販売

ストレスケアカウンセラー

電力事業

貨物運輸

ITアプリ開発

商業銀行

-

-

政策金融

-

麻酔外科

人材派遣サービス

-

医師

遺品整理・特殊清掃業

児童福祉施設
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